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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 放 射 性 廃 棄 物 又 は 使 用 済 燃 料 要 素 に 用 い ら れ る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 （ １ ） を 乾  
燥 す る 方 法 に お い て 、
　 最 初 に 容 器 （ １ ） を 排 水 す る 又 は 機 械 排 水 し 、
容 器 （ １ ） の 排 水 の 後 で 、 さ し あ た り 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 な し で 、 容 器  
内 室 （ ４ ） の 最 初 の 真 空 排 気 を 行 い 、
　 こ れ に 続 い て 、 容 器 内 室 （ ４ ） を 持 続 的 に 真 空 排 気 す る 又 は 負 圧 に 保 持 し 、 こ れ と 同 時  
に 持 続 的 に 不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 、 容 器 内 室 （ ４ ） に 供 給 し 、
容 器 内 室 （ ４ ） の 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 、 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 前 に 、  
真 空 排 気 を 、 期 間 ｔ に わ た っ て 中 断 し 、 こ の 期 間 ｔ の 間 に 、 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム  
ガ ス 供 給 の 設 定 さ れ る べ き 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 求 め る た め に 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 圧 力 上  
昇 Δ ｐ を 測 定 し 、
　 真 空 排 気 及 び ／ 又 は 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 を 、 容 器 内 室 に お け る 不 活 性  
ガ ス 含 有 量 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 含 有 量 が ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５ ｖ ｏ ｌ ％ で あ る と い う 条 件 の 下  
で 行 う 、
輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 （ １ ） を 乾 燥 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
容 器 内 室 （ ４ ） の 最 初 の 真 空 排 気 を 、 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 圧 力 が ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ  
ｂ ａ ｒ に な る ま で 行 う 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

請求項の数　10　外国語出願　（全10頁）
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【 請 求 項 ３ 】
　 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 、 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ を 、 測 定 さ れ た 圧 力  
上 昇 Δ ｐ を 用 い て 算 出 し 、 容 器 （ １ ） に お け る 不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム の 所 望 の 体 積 パ ー  
セ ン ト の 量 （ ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ） を 得 る た め の 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ  
ス 供 給 に 必 要 な 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 、 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ か ら 算 出 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に  
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 又 は 圧 力 上 昇 測 定 の 後 で 、 容 器 内 室 （ ４ ） の 持 続 的 な 真 空 排 気 と  
、 こ れ と 同 時 の 持 続 的 な 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を 行 う 、 請 求 項 １ か ら ３  
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 持 続 的 な 真 空 排 気 と 、 持 続 的 な 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を 、 少 な く と も  
３ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行 う 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 容 器 内 室 （ ４ ） に お い て 所 望 の 乾 燥 度 に 達 す る と 、 持 続 的 な 真 空 排 気 を 終 了 し 、 容 器 内  
室 （ ４ ） に お い て 所 定 の 圧 力 が 得 ら れ る ま で 、 さ し あ た り 容 器 内 室 （ ４ ） に 引 き 続 き 不 活  
性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 供 給 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 容 器 内 室 （ ４ ） に 、 ８ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ １ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 不 活 性 ガ  
ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 充 填 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 、 容 器 （ １ ） の 上 側 の 領 域 で 供 給 す る 、 請 求 項 １ か ら ７
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 真 空 排 気 ラ ン ス を 用 い て 、 容 器 内 室 （ ４ ） の 吸 出 し 又 は 真 空 排 気 を 、  
容 器 （ １ ） の 下 側 の 領 域 で 行 う 、 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 真 空 排 気 及 び 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 を 、 外 管 （ ６ ） と 、 外 管 （ ６ ） に よ  
り 包 囲 さ れ た 内 管 （ ５ ） と か ら な る 少 な く と も １ つ の 二 重 管 （ ３ ） を 用 い て 行 う 、 請 求 項  
１ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 放 射 性 廃 棄 物 、 特 に 使 用 済 燃 料 要 素 に 用 い ら れ る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容  
器 を 乾 燥 す る 方 法 に お い て 、 最 初 に 容 器 を 排 水 す る 又 は 機 械 排 水 し 、 こ れ に 続 い て 容 器 の  
容 器 内 室 を 持 続 的 に 真 空 排 気 す る 又 は 負 圧 に 保 持 す る 方 法 に 関 す る 。 以 下 、 搬 送 容 器 及 び  
／ 又 は 貯 蔵 容 器 と い う 用 語 に 代 え て 、 略 し て 容 器 と い う 用 語 も 用 い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 述 の タ イ プ の 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 を 乾 燥 す る 方 法 は 、 実 地 に お い て 、 原 則 的  
に 、 様 々 な 形 態 で 知 ら れ て い る 。 使 用 済 燃 料 要 素 に 用 い ら れ る 容 器 に は 、 通 常 、 水 中 で 使  
用 済 燃 料 要 素 が 装 填 さ れ る 。 と い う の も 、 水 が 、 発 生 す る 中 性 子 に 対 し て 効 果 的 な 遮 蔽 媒  
体 を 成 す か ら で あ る 。 さ ら な る 取 扱 い に 際 し 、 一 般 的 に 、 最 初 に 容 器 の 排 水 又 は 機 械 排 水  
が 行 わ れ る 。 こ れ に 続 い て 、 容 器 内 に 依 然 と し て 残 る 水 分 が 、 乾 燥 、 特 に 真 空 乾 燥 に よ っ  
て 容 器 か ら 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 容 器 内 に 依 然 と し て 残 る 水 分 を 、 容 器 内 室 を 通 っ て 導 か れ た ガ ス 、 特 に 窒 素 又 は ヘ リ ウ  
ム な ど の 不 活 性 ガ ス に よ っ て 除 去 す る こ と も す で に 知 ら れ て い る 。 そ の た め に 、 例 え ば 米  
国 特 許 第 １ ０ ２ ２ ９ ７ ６ ４ 号 明 細 書 を 参 照 す る こ と が で き る 。 そ こ で 公 知 の 手 段 で は 、 最  
初 に ガ ス が 乾 燥 の た め に 容 器 内 室 を 通 っ て 導 か れ 、 こ の 手 段 の 終 了 後 に 、 容 器 が 真 空 下 に  
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さ ら さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 点 に お い て 知 ら れ た 乾 燥 方 法 は 、 一 部 で 比 較 的 手 間 が か か り 、 そ の 点 に お い て 費 用  
が か さ む も の で も あ る 。 さ ら に 、 公 知 の 多 く の 乾 燥 方 法 は 、 乾 燥 効 率 が 不 十 分 で あ る 点 で  
顕 著 で あ る 。 こ の こ と は 、 と り わ け 高 い 熱 出 力 を 有 す る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 に も  
当 て は ま る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 米 国 特 許 第 １ ０ ２ ２ ９ ７ ６ ４ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 根 底 を 成 す 技 術 的 課 題 は 、 容 易 で あ り 、 あ ま り 手 間 を か け ず に  
実 施 可 能 で あ っ て 、 高 い 乾 燥 効 率 に お い て 際 立 っ て い て 、 そ し て と り わ け 高 い 熱 出 力 を 有  
す る 容 器 に も 適 し た 、 冒 頭 で 述 べ た タ イ プ の 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 放 射 性 廃 棄 物 、 特 に 使 用 済 燃 料 要 素 に 用  
い ら れ る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 を 乾 燥 す る 方 法 に お い て 、 最 初 に 容 器 を 排 水 す る 又  
は 機 械 排 水 し 、 こ れ に 続 い て 、 容 器 内 室 を 持 続 的 に 真 空 排 気 す る 又 は 負 圧 に 保 持 し 、 特 に  
有 利 に は 一 定 の 又 は 略 一 定 の 負 圧 に 保 持 し 、 こ れ と 同 時 に 持 続 的 に 不 活 性 ガ ス 、 特 に ヘ リ  
ウ ム ガ ス を 、 容 器 内 室 に 供 給 し 、 真 空 排 気 及 び ／ 又 は 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供  
給 を 、 容 器 内 室 に お け る 不 活 性 ガ ス 含 有 量 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 含 有 量 が ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５  
ｖ ｏ ｌ ％ 、 特 に ５ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ０ ｖ ｏ ｌ ％ 、 好 適 に は ６ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ８ ５ ｖ ｏ ｌ ％ 、 有  
利 に は ６ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ８ ５ ｖ ｏ ｌ ％ で あ る と い う 条 件 の 下 で 行 う こ と を 教 示 す る 。 好 ま し  
い 一 変 化 形 態 に よ れ ば 、 容 器 内 室 に お け る 不 活 性 ガ ス 含 有 量 又 は ヘ リ ウ ム 含 有 量 は 、 ７ ０  
ｖ ｏ ｌ ％ ～ ８ ０ ｖ ｏ ｌ ％ で あ る 。 以 下 、 ヘ リ ウ ム 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス に つ い て 言 及 す る と き  
、 こ れ は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で は 、 概 し て 不 活 性 ガ ス を 意 味 し 、 有 利 に は ヘ リ ウ ム 又 は ヘ リ  
ウ ム ガ ス を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 は 、 特 に 、 使 用 済 燃 料 要 素 に 用 い ら れ る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器  
の 乾 燥 に 関 す る 。 好 ま し く は 、 本 発 明 に 係 る 方 法 は 、 よ り 高 い 又 は 高 い 熱 出 力 を 有 す る 容  
器 に 対 し て 、 つ ま り １ ２ ． ５ ｋ Ｗ ～ ４ ２ ｋ Ｗ の 熱 出 力 、 特 に １ ５ ｋ Ｗ ～ ４ ０ ｋ Ｗ の 熱 出 力  
、 と り わ け ２ ０ ｋ Ｗ ～ ４ ０ ｋ Ｗ の 熱 出 力 、 例 え ば ２ ５ ｋ Ｗ ～ ４ ０ ｋ Ｗ の 熱 出 力 に 対 し て 用  
い ら れ る 。 方 法 は 、 ３ ２ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ 、 特 に ３ ５ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ の 燃 料 棒 ク ラ ッ デ ィ ン  
グ 温 度 が 保 持 さ れ る 又 は 保 持 す る こ と が で き る よ う に 行 う こ と が で き る 、 又 は 好 適 に は そ  
の よ う な 条 件 の 下 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 の 範 囲 内 で 、 最 初 に 容 器 の 排 水 又 は 機 械 排 水 が 行 わ れ る 。 好 適 に は 、  
こ の よ う な 容 器 の 排 水 の 後 で 、 さ し あ た り ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 な く 、 容 器 内 室 の 最 初 の 真 空  
排 気 、 ひ い て は 容 器 内 室 に お け る 最 初 の 負 圧 生 成 又 は 真 空 生 成 が 行 わ れ る 。 こ の 最 初 の 真  
空 排 気 は 、 合 目 的 的 に は 、 容 器 内 室 に お け る 圧 力 が ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に ８ ｍ  
ｂ ａ ｒ ～ ２ ５ ｍ ｂ ａ ｒ 、 有 利 に は ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に 有 利 に は １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ  
～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ に な る ま で 行 わ れ る 。 本 発 明 の 極 め て 好 ま し い 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ の  
場 合 に 生 じ る 圧 力 又 は 負 圧 は 、 ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ２ ｍ ｂ ａ ｒ 、 例 え ば １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ で あ る 。  
実 証 さ れ て い る よ う に 、 最 初 の 真 空 排 気 は 、 ４ 時 間 ～ １ ２ 時 間 、 特 に ５ 時 間 ～ １ ０ 時 間 の  
期 間 に わ た っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 容 器 内 室 の 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 、 不 活 性 ガ ス 供 給 の 前 に 、 容 器 内 室 の 真  
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空 排 気 が 、 期 間 ｔ に わ た っ て 中 断 さ れ る 。 合 目 的 的 に は 、 こ の 期 間 ｔ の 間 に 、 容 器 内 室 に  
お け る 圧 力 上 昇 Δ ｐ が 、 特 に 後 続 の ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 設 定 さ れ る べ き 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を  
求 め る た め に 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 最 初 の 真 空 排 気 又 は 負 圧 生 成 の 後 で 、 容 器 内 室 に  
お け る 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ が 、 測 定 さ れ た 圧 力 上 昇 Δ ｐ を 用 い て 算 出 さ れ る 。 合 目 的 的 に は  
、 こ の 算 出 さ れ た 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ か ら 、 容 器 内 の ヘ リ ウ ム の 所 望 の 体 積 パ ー セ ン ト の 量  
（ ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ） を 得 る た め の ヘ リ ウ ム 供 給 に 必 要 な 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ が 算  
出 さ れ る 。 こ の 算 出 に つ い て は 、 一 実 施 例 が 後 述 の 記 載 に て 開 示 さ れ る 。 ヘ リ ウ ム の 所 望  
の 体 積 パ ー セ ン ト の 量 は 、 請 求 項 １ に お い て 請 求 さ れ る ｖ ｏ ｌ ％ 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 最 初 の 真 空 排 気 又 は 負 圧 生 成 の 後 で 、 か つ 好 適 に は 圧 力 上 昇 測 定 の 後 で 、 本 発  
明 に よ る 、 容 器 内 室 の 持 続 的 な 真 空 排 気 と 、 こ れ と 同 時 の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を  
行 う こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 真 空 排 気 及 び ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、 好 適 に は 、 容 器  
内 室 に お け る 圧 力 が ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ５ ｍ ｂ ａ ｒ 、 好 適 に  
は ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 有 利 に は １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ で あ る と い う 条 件 の  
下 で 行 わ れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 内 室 に お け る 圧 力 は 、 ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ２  
ｍ ｂ ａ ｒ 、 例 え ば 約 １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ で あ る 。 さ ら に 、 こ の 圧 力 が 、 持 続 的 な 真 空 排 気 及 び こ  
れ と 同 時 の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 間 で 一 定 に 保 持 さ れ る 又 は 略 一 定 に 保 持 さ れ る こ  
と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 持 続 的 な 真 空 排  
気 及 び 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、 少 な く と も ３ 時 間 、 好 適 に は 少 な く と も ４ 時 間 、 有  
利 に は 少 な く と も ４ ． ５ 時 間 、 極 め て 有 利 に は 少 な く と も ５ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行 わ れ  
る 。 本 発 明 の 実 証 さ れ た 一 変 化 形 態 に よ れ ば 、 持 続 的 な 真 空 排 気 及 び こ れ と 同 時 の 持 続 的  
な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、 ３ 時 間 ～ ３ ５ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 、 特 に ３ ． ５ 時 間 ～ ３ ２ 時 間  
の 期 間 に わ た っ て 、 好 適 に は ４ 時 間 ～ ３ １ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 、 極 め て 有 利 に は ５ 時 間  
～ ３ ０ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 合 目 的 的 に は 、 こ の 期 間 に わ た っ て 、  
容 器 内 室 に お け る 前 述 の 特 定 の 圧 力 が 保 持 さ れ 、 好 適 に は 一 定 に 保 持 さ れ る 又 は 略 一 定 に  
保 持 さ れ る 。 好 ま し く は 、 容 器 内 室 に お け る 圧 力 は 、 こ の 期 間 の 少 な く と も ９ ５ ％ に わ た  
っ て 保 持 さ れ 、 好 適 に は 一 定 に 保 持 さ れ る 又 は 略 一 定 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 容 器 内 室 に お い て 所 望 の 乾 燥 度 に 達 す る と 、 持 続 的 な 真 空 排 気 が 終 了 し 、 容 器 内 室 に お  
い て 所 定 の 圧 力 が 得 ら れ る ま で 、 さ し あ た り 容 器 内 室 に 引 き 続 き ヘ リ ウ ム ガ ス が 供 給 さ れ  
る こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 合 目 的 的 に は 、 乾 燥 度 は 、 容 器 内 室 に お け る 圧 力 に 関  
す る 圧 力 上 昇 測 定 に よ り 測 定 さ れ る 。 そ の た め に 、 好 適 に は 、 持 続 的 な 真 空 排 気 及 び ヘ リ  
ウ ム ガ ス の 供 給 の 両 方 が 中 断 さ れ 、 容 器 内 の 圧 力 上 昇 が 、 有 利 に は 、 少 な く と も １ つ の 圧  
力 セ ン サ を 用 い て 測 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 容 器 内 室 に お い て 所 望 の 乾 燥 度 に 達 す る と 、  
合 目 的 的 に は 、 持 続 的 な 真 空 排 気 が 終 了 し 、 さ し あ た り ヘ リ ウ ム ガ ス が 引 き 続 き 容 器 内 室  
に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 好 ま し く は 、 容 器 内 室 に 、 ８ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ １ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ  
の 内 室 圧 力 に な る ま で 、 特 に ９ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ０ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 、  
有 利 に は ９ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 、 ヘ リ ウ ム ガ ス が 充 填  
さ れ る 。 次 い で 、 好 適 に は 、 乾 燥 工 程 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 容 器 が 、 容 器 内 室 の 持 続 的 な 真 空 排 気 及 び こ れ と 同 時 の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 間  
に 閉 じ ら れ て い て 、 特 に 少 な く と も １ つ の 又 は １ つ の 一 次 蓋 に よ っ て 閉 じ ら れ て い る こ と  
は 、 本 発 明 に 係 る 方 法 の 範 囲 内 で あ る 。 さ ら に 、 容 器 が 、 容 器 内 室 の 最 初 の 真 空 排 気 時 に  
、 か つ ／ 又 は 最 初 の 真 空 排 気 後 の 圧 力 上 昇 測 定 時 に 、 か つ ／ 又 は 乾 燥 度 を 求 め る た め の 圧  
力 上 昇 測 定 時 に 、 か つ ／ 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス に よ る 容 器 内 室 の 最 終 的 な 充 填 時 に 閉 じ ら れ て  
い る 、 又 は 少 な く と も １ つ の 一 次 蓋 、 特 に １ つ の 一 次 蓋 よ っ て 閉 じ ら れ て い る こ と は 、 本  
発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 好 適 に は 、 容 器 の 真 空 排 気 及 び 容 器 へ の ヘ リ ウ ム 供 給 は 、 容 器 の 一  
次 蓋 を 介 し て 行 わ れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 内 室 の 吸 出 し 又 は 真 空  
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排 気 は 、 少 な く と も １ つ の 真 空 排 気 ラ ン ス を 用 い て 行 わ れ 、 そ の 際 、 真 空 排 気 ラ ン ス は 、  
合 目 的 的 に は 、 容 器 の 一 次 蓋 を 貫 通 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ヘ リ ウ ム ガ ス が 容 器 の 上 側 の 領 域 で 供 給 さ れ る こ と が 、 実 証 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、  
容 器 内 室 の 吸 出 し 又 は 真 空 排 気 は 、 容 器 又 は 容 器 内 室 の 下 側 の 領 域 で 行 わ れ る 。 本 発 明 の  
特 に 好 ま し い 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 真 空 排 気 は 、 又 は 真 空 排 気 及 び ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、  
外 管 と 、 外 管 に よ っ て 包 囲 さ れ た 内 管 と か ら な る 少 な く と も １ つ の 二 重 管 を 用 い て 行 わ れ  
る 。 合 目 的 的 に は 、 こ の 二 重 管 は 、 容 器 の 一 次 蓋 を 貫 通 す る 。 好 ま し く は 、 内 管 が 容 器 の  
下 側 の 領 域 ま で 延 在 し 、 外 管 が 、 容 器 の 上 側 の 領 域 で 終 端 す る 。 内 管 を 介 し て 、 合 目 的 的  
に は 、 容 器 内 室 の 真 空 排 気 が 行 わ れ 、 外 管 を 介 し て 、 好 適 に は 、 容 器 内 室 へ の ヘ リ ウ ム 供  
給 が 行 わ れ る 。 容 器 内 室 の 自 由 容 積 が 、 ２ ｍ ３ ～ ８ ｍ ３ 、 好 適 に は ３ ｍ ３ ～ ６ ｍ ３ で あ る こ  
と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 こ の 場 合 、 自 由 容 積 と は 、 燃 料 バ ス ケ ッ ト 及 び 燃 料 要 素 を  
含 ま な い 容 器 の 内 室 容 積 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 内 室 の 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で  
、 ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 前 に 、 真 空 排 気 が 、 期 間 ｔ に わ た っ て 中 断 さ れ 、 こ の 期 間 ｔ の 間 に  
、 ヘ リ ウ ム 供 給 の 設 定 さ れ る べ き 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 求 め る た め に 容 器 内 室 に お け る 圧 力 上  
昇 Δ ｐ が 測 定 さ れ る 。 こ の 特 定 に つ い て は 、 以 下 の 実 施 例 又 は 計 算 例 に 基 づ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 の 範 囲 内 で 、 容 器 雰 囲 気 に お い て ７ ５ ｖ ｏ ｌ ％ の ヘ リ ウ ム の 割 合 を 得 る た め の ヘ  
リ ウ ム ガ ス 供 給 の た め の 充 填 圧 力 Ｐ ｔ ｏ ｔ が 求 め ら れ る べ き で あ る 。 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ に  
対 す る ヘ リ ウ ム 分 圧 ｐ Ｈ ｅ の 必 要 な 分 圧 比 に 対 し て 、
ｐ Ｈ ｅ ／ ｐ Ｈ ２ Ｏ ＝ ７ ５ ／ ２ ５ ＝ ３
が 成 立 し 、
そ の 結 果 、 ヘ リ ウ ム 分 圧 に 対 し て 、
Ｐ Ｈ ｅ ＝ ３ × ｐ Ｈ ２ Ｏ
が 得 ら れ 、 ヘ リ ウ ム 供 給 の た め に 必 要 な 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ に 対 し て 、
ｐ ｔ ｏ ｔ ＝ ｐ Ｈ ｅ ＋ ｐ Ｈ ２ Ｏ ＝ ４ × ｐ Ｈ ２ Ｏ
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ ０ ０ ｍ ３ ／ ｈ を 上 回 る 排 気 速 度 （ 有 効 排 気 速 度 Ｓ ｅ ｆ ｆ ≧ ２ ０ ０ × ０ ． ５ ７ ３ ≧ １ １ ４  
． ６ ｍ ３ ／ ｈ ） で の 真 空 乾 燥 の 継 続 中 に 最 大 に 生 じ る 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ は 、 先 行 す る 圧 力  
上 昇 測 定 に よ っ て 決 定 さ れ 、 圧 力 上 昇 測 定 は 、 こ の 場 合 、 １ ５ 分 の 期 間 ｔ に わ た っ て 行 わ  
れ る 。 蒸 発 速 度 ｑ Ｐ Ｖ （ ｈ Ｐ ａ × ｌ ／ ｓ ） に 対 し て 、
ｑ Ｐ Ｖ ＝ ｐ × Ｖ
ｑ Ｐ Ｖ ＝ Δ ｐ × Ｖ ／ ｔ
が 成 立 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 Δ ｐ は 、 圧 力 上 昇 量 （ ｈ Ｐ ａ ） を 表 し 、 Ｖ は 、 容 器 内 室 自 由 容 積 （ ｌ ） 、 ｔ は  
、 測 定 時 間 （ 秒 ） を 表 す 。 こ の 場 合 、 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ に 対 し て 、
ｐ Ｈ ２ Ｏ ＝ ｑ Ｐ Ｖ ／ Ｓ ｅ ｆ ｆ ＝ Δ ｐ × Ｖ ／ （ ｔ × Ｓ ｅ ｆ ｆ ）
ｐ Ｈ ２ Ｏ ＝ Δ ｐ ＊ ５ ２ ２ ０ ／ （ ９ ０ ０ × ３ １ ． ８ ）
が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 ヘ リ ウ ム 供 給 に よ っ て ７ ５ ｖ ｏ ｌ ％ の ヘ リ ウ ム 割 合 を 確 保 す る た め に 設 定  
さ れ る べ き 充 填 圧 力 Ｐ ｔ ｏ ｔ ＝ ４ × ｐ Ｈ ２ Ｏ は 、 １ ５ 分 に わ た る 圧 力 上 昇 か ら 、
ｐ ｔ ｏ ｔ ＝ ０ ． ７ ３ × Δ ｐ
に 関 し て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 に 係 る 乾 燥 方 法 に よ っ て 、 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 の 容 器 内 室 の  
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、 極 め て 容 易 な 、 あ ま り 手 間 が か か ら な い 、 そ れ と 同 時 に 極 め て 正 確 で 確 実 に 機 能 す る 乾  
燥 が 可 能 で あ る と い う 認 識 に 基 づ く 。 こ の 場 合 、 方 法 は 、 予 想 を 超 え る ほ ど 高 い 乾 燥 効 率  
に お い て 際 立 っ て い る 。 そ の 点 に お い て 、 本 発 明 に 係 る 方 法 は 、 こ れ ま で 実 地 に お い て 又  
は 先 行 技 術 に お い て 知 ら れ た 乾 燥 方 法 に 対 し て 著 し い 利 点 を 有 す る 。 乾 燥 方 法 を 実 施 す る  
た め の 装 置 に か か る 手 間 は 、 得 ら れ た 成 果 を 鑑 み る と 比 較 的 低 い 。 本 発 明 に 係 る 方 法 は 、  
高 い 機 能 確 実 性 及 び 低 い 故 障 頻 度 に お い て 際 立 っ て い る 。 乾 燥 方 法 は 、 と り わ け （ た だ し  
こ れ に 限 定 さ れ な い ） よ り 高 い 又 は 高 い 熱 出 力 を 有 す る 容 器 に 適 し て い る 。 本 発 明 に お け  
る パ ラ メ ー タ は 、 方 法 を 実 施 す る 際 に 容 易 に か つ 再 現 可 能 に 保 持 す る こ と が で き る 。 本 発  
明 に 係 る 方 法 を 実 施 す る た め の 費 用 は 、 比 較 的 低 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 一 実 施 例 を 示 し た に す ぎ な い 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 詳 説 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 乾 燥 方 法 を 実 施 す る た め の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 乾 燥 方 法 を 簡 単 に 明 確 に 示 す 。 使 用 済 燃 料 要 素 を 含 む 図 示 さ れ て  
な い 燃 料 バ ス ケ ッ ト が 収 納 さ れ た 、 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 １ が 図 示 さ れ て い る 。 収  
納 は 、 水 中 で 行 わ れ 、 最 初 に 容 器 １ の 排 水 又 は 機 械 排 水 が 行 わ れ た 。 好 適 に は 、 実 施 例 で  
は 、 容 器 １ に 、 容 器 １ を 閉 鎖 す る 一 次 蓋 ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 合 目 的 的 に は 、 実 施 例  
で は 、 二 重 管 ３ が 、 容 器 １ の 一 次 蓋 ２ を 貫 通 し 、 容 器 内 室 ４ に 通 じ る 。 好 ま し く は 、 実 施  
例 で は 、 二 重 管 ３ は 、 真 空 排 気 ラ ン ス と し て 構 成 さ れ た 内 管 ５ を 有 し 、 内 管 ５ は 、 容 器 内  
室 ４ の 下 側 の 領 域 ま で 延 在 す る 。 実 証 さ れ て い る よ う に 、 実 施 例 で は 、 内 管 ５ は 、 外 管 ６  
に よ っ て 包 囲 さ れ 、 こ の 場 合 、 こ の 外 管 ６ は 、 容 器 １ の 上 側 の 領 域 で 、 又 は 有 利 に は 、 実  
施 例 で は 、 一 次 カ バ ー ２ の 下 側 で 終 端 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 実 施 例 で は 、 外 管 ６ に 、 ヘ リ ウ ム ガ ス 源 ７ が 、 弁 Ｖ １ を 介 し  
て 接 続 さ れ て い る 。 弁 Ｖ ２ を 介 し て 、 有 利 に は 、 実 施 例 で は 、 真 空 ポ ン プ ８ が 接 続 さ れ て  
い る 。 さ ら に 、 好 適 に は 、 実 施 例 で は 、 圧 力 セ ン サ ９ が 設 け ら れ て い て 、 圧 力 セ ン サ ９ は  
、 弁 Ｖ ３ を 介 し て 、 外 管 ６ に 、 ひ い て は 容 器 内 室 ４ に 接 続 さ れ て い る 。 圧 力 セ ン サ ９ は 、  
特 に 圧 力 上 昇 Δ ｐ を 測 定 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 最 初 に 真 空 ポ ン プ ８ を 用 い て 、 弁 Ｖ ２ の 開 弁 状 態 で か つ 弁 Ｖ １ 及 び 弁 Ｖ ３  
の 閉 弁 状 態 で 、 容 器 内 室 ４ の 最 初 の 真 空 排 気 が 行 わ れ る 。 合 目 的 的 に は 、 こ の 最 初 の 真 空  
排 気 は 、 容 器 内 室 ４ に お い て １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 圧 力 に な る ま で 行 わ れ る 。 実 証 さ れ て い る よ  
う に 、 実 施 例 で は 、 こ の 真 空 排 気 は 、 ３ 時 間 ～ １ ２ 時 間 、 特 に ４ 時 間 ～ １ １ 時 間 、 好 適 に  
は ５ 時 間 ～ １ ０ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行 わ れ る 。 合 目 的 的 に は 、 容 器 内 室 ４ の 最 初 の 真 空  
排 気 の 後 で 、 ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 前 に 、 期 間 ｔ に わ た っ て 真 空 排 気 が 中 断 さ れ る 。 期 間 ｔ  
は 、 例 え ば １ ５ 分 で あ り 得 る 。 こ の 期 間 ｔ の 間 、 好 ま し く は 、 ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 設 定 さ  
れ る べ き 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 求 め る た め に 、 容 器 内 室 ４ に お け る 圧 力 上 昇 Δ ｐ が 測 定 さ れ る  
。 圧 力 上 昇 Δ ｐ の 測 定 は 、 圧 力 セ ン サ ９ を 用 い て 行 わ れ る 。 そ の た め に 、 真 空 ポ ン プ ８ に  
通 じ る 弁 Ｖ ２ は 閉 弁 さ れ 、 圧 力 セ ン サ ９ に 通 じ る 弁 Ｖ ３ は 、 引 き 続 き 弁 １ が 閉 弁 さ れ た 状  
態 で 、 開 弁 さ れ る 。 測 定 さ れ た 圧 力 上 昇 Δ ｐ か ら 、 有 利 に は 、 容 器 内 室 ４ に お け る 水 蒸 気  
分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ が 算 出 さ れ 、 こ の 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ か ら 、 容 器 １ 内 の ヘ リ ウ ム の 所 望 の 体 積  
パ ー セ ン ト の 量 を 得 る た め の ヘ リ ウ ム 供 給 に 必 要 な 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ が 算 出 さ れ る 。 こ れ に  
つ い て は 、 す で に 詳 し く 前 述 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で か つ 圧 力 上 昇 測 定 の 後 で 、 本 発 明 に よ る 容 器 内 室 ４ の 持 続 的 な 真  
空 排 気 と 、 こ れ と 同 時 の 容 器 内 室 ４ へ の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を 行 う こ と は 、 本 発  
明 の 範 囲 内 で あ る 。 そ の た め に 、 弁 Ｖ １ 及 び 弁 Ｖ ２ は 、 開 弁 さ れ て い る 。 こ の 持 続 的 な 真  
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空 排 気 及 び こ れ と 同 時 の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、 好 適 に は 、 容 器 内 室 ４ に お け る 圧  
力 が ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ で あ り 、 特 に 有 利 に は  
１ ０ ｍ ｂ ａ ｒ を 下 回 ら な い と い う 条 件 の 下 で 行 わ れ る 。 合 目 的 的 に は 、 持 続 的 な 真 空 排 気  
及 び こ れ と 同 時 の 持 続 的 な ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 は 、 少 な く と も ４ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 、 例  
え ば ５ 時 間 ～ ３ ０ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 内 室 ４ に お い て 所 望 の 乾 燥 度 に 達 す る と 、 弁  
Ｖ ２ の 閉 弁 に よ っ て 持 続 的 な 真 空 排 気 が 終 了 し 、 さ し あ た り 所 定 の 圧 力 が 得 ら れ る ま で 、  
弁 Ｖ １ の 開 弁 状 態 で 、 容 器 内 室 ４ へ 、 引 き 続 き ヘ リ ウ ム ガ ス が 供 給 さ れ る 。 所 望 の 乾 燥 度  
は 、 好 適 に は 、 圧 力 セ ン サ ９ を 用 い た 圧 力 上 昇 測 定 を 介 し て 再 度 特 定 す る こ と が で き る 。  
合 目 的 的 に は 、 次 い で 、 容 器 内 室 ４ に 、 ８ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ １ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 圧 に な る  
ま で 、 好 適 に は ９ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 圧 に な る ま で 、 ヘ リ ウ ム ガ ス が 充  
填 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 乾 燥 方 法 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 面 か ら 分 か る よ う に 、 ヘ リ ウ ム 供 給 は 、 二 重 管 ３ の 外 管 ６ を 介 し て 、 容 器 内 室 ４ の 上  
端 で 行 わ れ 、 こ れ に 対 し て 、 吸 出 し 又 は 真 空 排 気 は 、 真 空 排 気 ラ ン ス と し て 構 成 さ れ た 内  
管 ５ を 介 し て 、 容 器 内 室 ４ の 下 側 の 領 域 で 行 わ れ る 。 こ の 有 利 な 形 態 は 、 本 発 明 の 範 囲 内  
で 格 別 な も の と し て 実 証 さ れ て い る 。
  な お 、 本 願 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発 明 に 関 す る も の で あ る が 、 他 の 態 様 と し て 以  
下 を 含 む 。
１ ．
  放 射 性 廃 棄 物 、 特 に 使 用 済 燃 料 要 素 に 用 い ら れ る 輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 （ １ ） を  
乾 燥 す る 方 法 に お い て 、
  最 初 に 容 器 （ １ ） を 排 水 す る 又 は 機 械 排 水 し 、
  こ れ に 続 い て 、 容 器 内 室 （ ４ ） を 持 続 的 に 真 空 排 気 す る 又 は 負 圧 に 保 持 し 、 こ れ と 同 時  
に 持 続 的 に 不 活 性 ガ ス 、 好 適 に は ヘ リ ウ ム ガ ス を 、 容 器 内 室 （ ４ ） に 供 給 し 、
  真 空 排 気 及 び ／ 又 は 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 を 、 容 器 内 室 に お け る 不 活 性  
ガ ス 含 有 量 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 含 有 量 が ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５ ｖ ｏ ｌ ％ 、 特 に ５ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ～  
９ ０ ｖ ｏ ｌ ％ 、 好 適 に は ６ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ８ ５ ｖ ｏ ｌ ％ 、 有 利 に は ６ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ８ ５ ｖ ｏ  
ｌ ％ で あ る と い う 条 件 の 下 で 行 う 、
輸 送 容 器 及 び ／ 又 は 貯 蔵 容 器 （ １ ） を 乾 燥 す る 方 法 。
２ ．
  容 器 （ １ ） の 排 水 の 後 で 、 さ し あ た り 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム 供 給 な し で 、 容 器 内  
室 （ ４ ） の 最 初 の 真 空 排 気 を 、 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 圧 力 が 好 適 に は ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０  
ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 有 利 に は １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ に な  
る ま で 行 う 、 上 記 １ の 方 法 。
３ ．
  容 器 内 室 （ ４ ） の 最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 、 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 の 前 に  
、 真 空 排 気 を 、 期 間 ｔ に わ た っ て 中 断 し 、 こ の 期 間 ｔ の 間 に 、 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ  
ム ガ ス 供 給 の 設 定 さ れ る べ き 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 求 め る た め に 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 圧 力  
上 昇 Δ ｐ を 測 定 す る 、 上 記 ２ の 方 法 。
４ ．
  最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 、 容 器 内 室 （ ４ ） に お け る 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ を 、 測 定 さ れ た 圧 力  
上 昇 Δ ｐ を 用 い て 算 出 し 、 容 器 （ １ ） に お け る 不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム の 所 望 の 体 積 パ ー  
セ ン ト の 量 （ ５ ０ ｖ ｏ ｌ ％ ～ ９ ５ ｖ ｏ ｌ ％ ） を 得 る た め の 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム 供  
給 に 必 要 な 充 填 圧 力 ｐ ｔ ｏ ｔ を 、 水 蒸 気 分 圧 ｐ Ｈ ２ Ｏ か ら 算 出 す る 、 上 記 ３ の 方 法 。
５ ．
  最 初 の 真 空 排 気 の 後 で 又 は 圧 力 上 昇 測 定 の 後 で 、 容 器 内 室 （ ４ ） の 持 続 的 な 真 空 排 気 と  
、 こ れ と 同 時 の 持 続 的 な 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を 、 好 適 に は 、 容 器 内 室  
（ ４ ） に お け る 圧 力 が ８ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 特 に １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ３ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 、 有  
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利 に は １ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ で あ る と い う 条 件 の 下 で 行 う 、 上 記 ３ 又 は ４ の 方 法 。
６ ．
  持 続 的 な 真 空 排 気 と 、 持 続 的 な 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 と を 、 少 な く と も  
３ 時 間 、 好 適 に は 少 な く と も ４ 時 間 、 有 利 に は 少 な く と も ４ ． ５ 時 間 の 期 間 に わ た っ て 行  
う 、 上 記 １ か ら ５ の い ず れ か １ つ の 方 法 。
７ ．
  容 器 内 室 （ ４ ） に お い て 所 望 の 乾 燥 度 に 達 す る と 、 持 続 的 な 真 空 排 気 を 終 了 し 、 容 器 内  
室 （ ４ ） に お い て 所 定 の 圧 力 が 得 ら れ る ま で 、 さ し あ た り 容 器 内 室 （ ４ ） に 引 き 続 き 不 活  
性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 供 給 す る 、 上 記 １ か ら ６ の い ず れ か １ つ の 方 法 。
８ ．
  容 器 内 室 （ ４ ） に 、 ８ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ １ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 、 特 に ９  
０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ０ ５ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 、 有 利 に は ９ ０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ ～ １ ０  
０ ０ ｍ ｂ ａ ｒ の 内 室 圧 力 に な る ま で 不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 充 填 す る 、 上 記 ７ の 方  
法 。
９ ．
  不 活 性 ガ ス 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス を 、 容 器 （ １ ） の 上 側 の 領 域 で 供 給 す る 、 上 記 １ か ら ８ の  
い ず れ か １ つ の 方 法 。
１ ０ ．
  少 な く と も １ つ の 真 空 排 気 ラ ン ス を 用 い て 、 容 器 内 室 （ ４ ） の 吸 出 し 又 は 真 空 排 気 を 、  
容 器 （ １ ） の 下 側 の 領 域 で 行 う 、 上 記 １ か ら ９ の い ず れ か １ つ の 方 法 。
１ １ ．
  真 空 排 気 及 び 不 活 性 ガ ス 供 給 又 は ヘ リ ウ ム ガ ス 供 給 を 、 外 管 （ ６ ） と 、 外 管 （ ６ ） に よ  
り 包 囲 さ れ た 内 管 （ ５ ） と か ら な る 少 な く と も １ つ の 二 重 管 （ ３ ） を 用 い て 行 い 、 好 適 に  
は 、 内 管 （ ５ ） は 、 容 器 （ １ ） の 下 側 の 領 域 ま で 延 在 し 、 外 管 （ ６ ） は 、 容 器 （ １ ） の 上  
側 の 領 域 で 終 端 す る 、 上 記 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ つ の 方 法 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １   容 器
　 ２   一 次 蓋
　 ３   二 重 管
　 ４   容 器 内 室
　 ５   内 管
　 ６   外 管
　 ７   ヘ リ ウ ム ガ ス 源
　 ８   真 空 ポ ン プ
　 ９   圧 力 セ ン サ
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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